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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

　当社の関係会社において、少なくとも平成17年3月期（第1期）より平成21年3月期（第5期）までの間に、複数の取引先との間

で実体のない循環取引を繰り返し行った上、各事業年度においてかかる循環取引による架空の売上及び仕入を計上していたこ

とが判明しました。

　これにより、過大に計上されていた売上高及び仕入高を修正するとともに、不適切な取引に係る債権及び債務の修正等、必要

と認められる修正を行いました。

　その概要は、下記のとおりであります。

 

連結損益計算書

    （単位：百万円）

  訂正前(A) 訂正後(B) 影響額(B)－(A)

第1期
平成17年3月期

売上高 239,696 234,293 △5,402

営業利益 1,191 876 △314

経常利益又は経常損
失（△）

26 △287 △314

当期純損失（△） △14,732 △17,354 △2,622

 

　これらを訂正するため、金融商品取引法第24条の2第1項の規定に基づき、平成17年6月30日に提出しました第1期（自　平成16

年4月1日　至　平成17年3月31日）有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　訂正後の連結財務諸表については、監査法人トーマツにより再度監査を受けており、その監査報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】

第一部　企業情報

第1　企業の概況

1　主要な経営指標等の推移

(1)連結経営指標等

第2　事業の状況

1　業績等の概要

(1)業績

2　生産、受注及び販売の状況

(3)販売実績

7　財政状態及び経営成績の分析

(2)当連結会計年度の経営成績の分析

(5)資本の財源及び資金の流動性についての分析

第5　経理の状況

1　連結財務諸表等

(1)連結財務諸表

①　連結貸借対照表

②　連結損益計算書

③　連結剰余金計算書

④　連結キャッシュ・フロー計算書

注記事項

（税効果会計関係）

（セグメント情報）

（1株当たり情報）

 

３【訂正箇所】

　訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部【企業情報】
 

第１【企業の概況】
 

１【主要な経営指標等の推移】

(1)連結経営指標等

（訂正前）

回次 第1期

決算年月 平成17年3月

売上高 （百万円） 239,696

経常利益 （百万円） 26

当期純損失 （百万円） 14,732

純資産額 （百万円） 65,708

総資産額 （百万円） 267,996

1株当たり純資産額 （円） 184.95

1株当たり当期純損失 （円） 41.62

潜在株式調整後1株当たり当期純利益 （円） ―

自己資本比率 （％） 24.5

自己資本利益率 （％） △20.4

株価収益率 （倍） ―

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 8,854

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △7,616

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △2,956

現金及び現金同等物の期末残高 （百万円） 8,855

従業員数
［外、平均臨時雇用者数］

（人）
12,437
［1,704］

　（注）1．売上高には、消費税等は含まれておりません。

2．「潜在株式調整後1株当たり当期純利益」につきましては、1株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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（訂正後）

回次 第1期

決算年月 平成17年3月

売上高 （百万円） 234,293

経常損失 （百万円） 287

当期純損失 （百万円） 17,354

純資産額 （百万円） 63,086

総資産額 （百万円） 264,844

1株当たり純資産額 （円） 177.57

1株当たり当期純損失 （円） 49.02

潜在株式調整後1株当たり当期純利益 （円） ―

自己資本比率 （％） 23.8

自己資本利益率 （％） △24.5

株価収益率 （倍） ―

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 8,854

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △7,616

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △2,956

現金及び現金同等物の期末残高 （百万円） 8,855

従業員数
［外、平均臨時雇用者数］

（人）
12,437
［1,704］

　（注）1．売上高には、消費税等は含まれておりません。

2．「潜在株式調整後1株当たり当期純利益」につきましては、1株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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第２【事業の状況】
 

１【業績等の概要】

(1)業績

（訂正前）

　当連結会計年度におけるわが国経済は、年度始めは総じて堅調に推移いたしましたが、夏場以降、情報関連分野の在庫調

整や、諸外国の景気減退を受けた生産と輸出の鈍化など、減速傾向を示し、後半には、原油高などの原材料価格の高騰や、円

高の進行に加え、自然災害・天候不順が追い討ちをかけるなど、足踏み感が強まりました。年度末に向けて改善の兆候が見

られたものの、市場は依然厳しい状況が続いております。

　このような経営環境のもと、経営統合初年度である当社グループは、事業再編による新体制を早期に確立し、最大限のシ

ナジー効果を発揮すべく、「革新と成長」の理念のもと国際競争力の強化、次世代技術の開発、経営革新と経営効率化に総

力を挙げて取り組んでまいりましたが、原材料価格の高騰、競争の激化、需要の減少などの経営環境の悪化、及び海外事業

における競争の激化も影響し、非常に不本意な結果となりました。

　当連結会計年度の連結売上高は、国内における公共投資の低迷による官公庁向け需要の減少や、暖冬などの影響を受けま

したが、夏場の猛暑による自動車用電池の拡販や、原材料価格の高騰に対応した販売価格の改定などを行いました結果、

2,396億9千6百万円となりました。

　利益面につきましては、主要原材料である鉛等の価格が予想以上に高騰した上に、その後も高止まり状況にあり、その対

策として販売価格の改定を実施いたしましたが、当連結会計年度では調達コスト上昇を吸収するまでには至らず、また、経

営統合初年度における諸経費の増大と相まって所期の成果をあげるまでには至りませんでした。鉛価格等の高騰は、海外

の連結子会社、持分法適用関連会社の経営環境においても同様であり、当連結会計年度の連結業績に大きく影響を及ぼし

ました。これらの結果、連結営業利益は11億9千1百万円、連結経常利益は2千6百万円となりました。

　なお、土地等の固定資産の売却益や、投資有価証券の売却益などを特別利益に計上する一方、生産拠点統廃合に伴う固定

資産の除却損や、事業再編費用などを特別損失として計上し、また、連結子会社における繰延税金資産を取り崩しました結

果、連結当期純損失は147億3千2百万円となりました。

 

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

（電池及び電源）

　売上高は1,760億5千5百万円となり、営業利益は19億6千1百万円となりました。

　自動車用電池におきましては、新車用は堅調に推移いたしましたが、補修用は販売価格値上げに伴う一時的な需要の減

退の影響がありました。

　産業用電池におきましては、小型電池は輸出の増加により、アルカリ電池は仲介貿易の拡大により、またフォークリフ

ト用電池は新車、補修用ともに総需要増によりそれぞれ好調に推移いたしましたが、据置用電池は主として官公庁向け

の需要の減少が顕著に影響いたしました。

　電源におきましては、通信関連の需要の減退、および据置用電池同様に官公庁向けが減少したことが大きく影響いたし

ました。

　コスト面では、主要原材料が高値で推移したことが大きく影響しており、また電源においては、売上の減少に伴う操業

度の低下、海外向け低価格物件対応による原価率のアップなどが、利益を圧迫いたしました。

　一方、海外におきましても、拡販や販売価格の値上げ等に努めましたが、全般に鉛価格の高騰の影響を大きく受け、コス

トの増加を吸収できませんでした。特にヨーロッパにおきましては、当社グループ拠点のある英国のポンド高の影響に

加え、原材料のコストの増加、販売価格の大幅下落の影響を大きく受けました。

 

（照明及び特機）

　売上高は219億7千3百万円となり、営業利益は21億4千3百万円となりました。

　照明器におきましては、施設照明分野で大口需要があったことや、遠紫外線応用光源装置の海外展開の伸張もあり、全

体として好調に推移いたしました。

　特機におきましては、デジタルカメラ向け小型充電器が、生産調整に伴い減退傾向となりました。
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（その他）

　自動車関連機器販売の不振が大きく影響し、売上高は416億6千7百万円、営業利益は23億9千9百万円となりました。

 

　所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

（日本）

　売上高は1,742億9千8百万円、営業利益は66億3千4百万円となりました。

　公共投資低迷による官公庁の需要減退や暖冬などの影響がありましたものの、猛暑による自動車用電池の拡販、照明器

の伸長などを中心に売上高は堅調でした。一方、コスト面では主要原材料価格高騰の影響を大きく受けました。

 

（アジア）

　主要原材料価格高騰の影響がありましたものの、それを背景として自動車用電池の拡販や販売価格の値上げに努めま

した結果、売上高は239億1千9百万円、営業利益は2億7千6百万円となりました。

 

（欧米）

　新車用電池のウエイトが高い欧州において販売価格が下落し、また主要原材料価格高騰の影響もあり、売上高は302億3

千8百万円、営業損失は12億3百万円となりました。

 

（その他の地域）

　売上高は112億3千9百万円、営業利益は6億9千6百万円となりました。

　自動車電池を中心として売上高は堅調に推移いたしましたが、主として主要原材料価格高騰の影響により、利益面では

低調な結果となりました。

 

　なお、上記セグメント別の売上高は、各セグメントの外部顧客に対する売上高を表しております。

 

（訂正後）

　当連結会計年度におけるわが国経済は、年度始めは総じて堅調に推移いたしましたが、夏場以降、情報関連分野の在庫調

整や、諸外国の景気減退を受けた生産と輸出の鈍化など、減速傾向を示し、後半には、原油高などの原材料価格の高騰や、円

高の進行に加え、自然災害・天候不順が追い討ちをかけるなど、足踏み感が強まりました。年度末に向けて改善の兆候が見

られたものの、市場は依然厳しい状況が続いております。

　このような経営環境のもと、経営統合初年度である当社グループは、事業再編による新体制を早期に確立し、最大限のシ

ナジー効果を発揮すべく、「革新と成長」の理念のもと国際競争力の強化、次世代技術の開発、経営革新と経営効率化に総

力を挙げて取り組んでまいりましたが、原材料価格の高騰、競争の激化、需要の減少などの経営環境の悪化、及び海外事業

における競争の激化も影響し、非常に不本意な結果となりました。

　当連結会計年度の連結売上高は、国内における公共投資の低迷による官公庁向け需要の減少や、暖冬などの影響を受けま

したが、夏場の猛暑による自動車用電池の拡販や、原材料価格の高騰に対応した販売価格の改定などを行いました結果、

2,342億9千3百万円となりました。

　利益面につきましては、主要原材料である鉛等の価格が予想以上に高騰した上に、その後も高止まり状況にあり、その対

策として販売価格の改定を実施いたしましたが、当連結会計年度では調達コスト上昇を吸収するまでには至らず、また、経

営統合初年度における諸経費の増大と相まって所期の成果をあげるまでには至りませんでした。鉛価格等の高騰は、海外

の連結子会社、持分法適用関連会社の経営環境においても同様であり、当連結会計年度の連結業績に大きく影響を及ぼし

ました。これらの結果、連結営業利益は8億7千6百万円、連結経常損失は2億8千7百万円となりました。

　なお、土地等の固定資産の売却益や、投資有価証券の売却益などを特別利益に計上する一方、生産拠点統廃合に伴う固定

資産の除却損や、事業再編費用などを特別損失として計上し、また、連結子会社における繰延税金資産を取り崩しました結

果、連結当期純損失は173億5千4百万円となりました。
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　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

（電池及び電源）

　売上高は1,760億5千5百万円となり、営業利益は19億6千1百万円となりました。

　自動車用電池におきましては、新車用は堅調に推移いたしましたが、補修用は販売価格値上げに伴う一時的な需要の減

退の影響がありました。

　産業用電池におきましては、小型電池は輸出の増加により、アルカリ電池は仲介貿易の拡大により、またフォークリフ

ト用電池は新車、補修用ともに総需要増によりそれぞれ好調に推移いたしましたが、据置用電池は主として官公庁向け

の需要の減少が顕著に影響いたしました。

　電源におきましては、通信関連の需要の減退、および据置用電池同様に官公庁向けが減少したことが大きく影響いたし

ました。

　コスト面では、主要原材料が高値で推移したことが大きく影響しており、また電源においては、売上の減少に伴う操業

度の低下、海外向け低価格物件対応による原価率のアップなどが、利益を圧迫いたしました。

　一方、海外におきましても、拡販や販売価格の値上げ等に努めましたが、全般に鉛価格の高騰の影響を大きく受け、コス

トの増加を吸収できませんでした。特にヨーロッパにおきましては、当社グループ拠点のある英国のポンド高の影響に

加え、原材料のコストの増加、販売価格の大幅下落の影響を大きく受けました。

 

（照明及び特機）

　売上高は165億7千万円となり、営業利益は18億2千8百万円となりました。

　照明器におきましては、遠紫外線応用光源装置の海外展開の伸張がありました。

　特機におきましては、デジタルカメラ向け小型充電器が、生産調整に伴い減退傾向となりました。

 

（その他）

　自動車関連機器販売の不振が大きく影響し、売上高は416億6千7百万円、営業利益は23億9千9百万円となりました。

 

　所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

（日本）

　売上高は1,688億9千5百万円、営業利益は63億2千万円となりました。

　公共投資低迷による官公庁の需要減退や暖冬などの影響がありましたものの、猛暑による自動車用電池の拡販などを

中心に売上高は堅調でした。一方、コスト面では主要原材料価格高騰の影響を大きく受けました。

 

（アジア）

　主要原材料価格高騰の影響がありましたものの、それを背景として自動車用電池の拡販や販売価格の値上げに努めま

した結果、売上高は239億1千9百万円、営業利益は2億7千6百万円となりました。

 

（欧米）

　新車用電池のウエイトが高い欧州において販売価格が下落し、また主要原材料価格高騰の影響もあり、売上高は302億3

千8百万円、営業損失は12億3百万円となりました。

 

（その他の地域）

　売上高は112億3千9百万円、営業利益は6億9千6百万円となりました。

　自動車電池を中心として売上高は堅調に推移いたしましたが、主として主要原材料価格高騰の影響により、利益面では

低調な結果となりました。

 

　なお、上記セグメント別の売上高は、各セグメントの外部顧客に対する売上高を表しております。
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２【生産、受注及び販売の状況】

(3)販売実績

（訂正前）

　当連結会計年度における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

  （単位：百万円）

事業の種類別セグメントの名称
当連結会計年度
自平成16年4月 1日
至平成17年3月31日

前年同期比（％）

電池及び電源 176,055 －

照明及び特機 21,973 －

その他 41,667 －

合計 239,696 －

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

（訂正後）

　当連結会計年度における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

  （単位：百万円）

事業の種類別セグメントの名称
当連結会計年度
自平成16年4月 1日
至平成17年3月31日

前年同期比（％）

電池及び電源 176,055 －

照明及び特機 16,570 －

その他 41,667 －

合計 234,293 －

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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７【財政状態及び経営成績の分析】

(2)当連結会計年度の経営成績の分析

（訂正前）

　当社グループの当連結会計年度の売上高は、2,396億9千6百万円、営業利益は11億9千1百万円、経常利益は2千6百万円、当

期純損失は147億3千2百万円となりました。

①　売上高

　売上高は、2,396億9千6百万円となりました。これは国内における公共投資の低迷による官公庁向け需要の減少や、暖冬

などの影響を受けましたが、夏場の猛暑による自動車用電池の拡販や、原材料価格の高騰に対応した販売価格の改定な

どを行ったことによるものであります。

②　売上原価、販売費及び一般管理費

　売上原価は、原価低減に努力いたしましたが、主要原材料である鉛等の価格が予想以上に高騰した上に、その後も高止

まり状況にあるため1,865億4千3百万円（売上高原価率77.8％）となりました。また、販売費及び一般管理費は、経営統

合初年度における諸経費の増大等により519億6千1百万円（売上高販管費率21.7％）となりました。

③　営業外収益、営業外費用

　営業外収益は、27億1千8百万円となりました。

　これは、主に持分法による投資利益（6億6千5百万円）や受取配当金（4億5千1百万円）等の発生によるものでありま

す。

　営業外費用は、38億8千2百万円となりました。

　これは、主に支払利息（22億1千5百万円）等の発生によるものであります。

④　特別利益、特別損失

　特別利益は22億円となりました。

　これは、土地等の固定資産の売却益（14億1千7百万円）や投資有価証券の売却益（5億8千3百万円）等の発生によるも

のであります。

　特別損失は76億9千4百万円となりました。

　これは、生産拠点統廃合に伴う固定資産の除却損（26億7百万円）や事業再編費用（29億7千3百万円）等の発生による

ものであります。

 

（訂正後）

　当社グループの当連結会計年度の売上高は、2,342億9千3百万円、営業利益は8億7千6百万円、経常損失は2億8千7百万円、

当期純損失は173億5千4百万円となりました。

①　売上高

　売上高は、2,342億9千3百万円となりました。これは国内における公共投資の低迷による官公庁向け需要の減少や、暖冬

などの影響を受けましたが、夏場の猛暑による自動車用電池の拡販や、原材料価格の高騰に対応した販売価格の改定な

どを行ったことによるものであります。

②　売上原価、販売費及び一般管理費

　売上原価は、原価低減に努力いたしましたが、主要原材料である鉛等の価格が予想以上に高騰した上に、その後も高止

まり状況にあるため1,814億5千5百万円（売上高原価率77.4％）となりました。また、販売費及び一般管理費は、経営統

合初年度における諸経費の増大等により519億6千1百万円（売上高販管費率22.2％）となりました。

③　営業外収益、営業外費用

　営業外収益は、27億1千8百万円となりました。

　これは、主に持分法による投資利益（6億6千5百万円）や受取配当金（4億5千1百万円）等の発生によるものでありま

す。

　営業外費用は、38億8千2百万円となりました。

　これは、主に支払利息（22億1千5百万円）等の発生によるものであります。
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④　特別利益、特別損失

　特別利益は22億円となりました。

　これは、土地等の固定資産の売却益（14億1千7百万円）や投資有価証券の売却益（5億8千3百万円）等の発生によるも

のであります。

　特別損失は100億2百万円となりました。

　これは、生産拠点統廃合に伴う固定資産の除却損（26億7百万円）や事業再編費用（29億7千3百万円）等の発生による

ものであります。

 

(5)資本の財源及び資金の流動性についての分析

（訂正前）

　当社グループの当連結会計年度のキャッシュ・フローの状況は、「第2　事業の状況　1業績等の概要」に記載しておりま

す。

　なお、当社グループのキャッシュ・フロー指標のトレンドは次のとおりであります。

 平成17年3月期

株主資本比率（％） 24.5

時価ベースの株主資本比率（％） 29.2

債務償還年数（年） 12.4

インタレスト・カバレッジ・レシオ 4.2

　（注）1．株主資本比率：株主資本／総資産

時価ベースの株主資本比率：株式時価総額／総資産

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

2．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

3．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により計算しております。

4．営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用

しております。

また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

5．有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っているすべての負債を対象とし

ております。
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（訂正後）

　当社グループの当連結会計年度のキャッシュ・フローの状況は、「第2　事業の状況　1業績等の概要」に記載しておりま

す。

　なお、当社グループのキャッシュ・フロー指標のトレンドは次のとおりであります。

 平成17年3月期

株主資本比率（％） 23.8

時価ベースの株主資本比率（％） 29.5

債務償還年数（年） 12.4

インタレスト・カバレッジ・レシオ 4.2

　（注）1．株主資本比率：株主資本／総資産

時価ベースの株主資本比率：株式時価総額／総資産

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

2．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

3．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により計算しております。

4．営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用

しております。

また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

5．有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っているすべての負債を対象とし

ております。
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第５【経理の状況】
 

＜前略＞

 

2．監査証明について

（訂正前）

　当社は、証券取引法第193条の2の規定に基づき、当連結会計年度（平成16年4月1日から平成17年3月31日まで）の連結財務

諸表及び当事業年度（平成16年4月1日から平成17年3月31日まで）の財務諸表について、監査法人トーマツにより監査を受

けております。

 

（訂正後）

　当社は、証券取引法第193条の2の規定に基づき、当連結会計年度（平成16年4月1日から平成17年3月31日まで）の連結財務

諸表及び当事業年度（平成16年4月1日から平成17年3月31日まで）の財務諸表について、監査法人トーマツにより監査を受

けております。

　なお、金融商品取引法第24条の2第1項の規定に基づき、有価証券報告書の訂正報告書を提出しておりますが、訂正後の連結

財務諸表について、監査法人トーマツにより監査を受け、改めて、監査報告書を受領しております。
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１【連結財務諸表等】

(1)【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

（訂正前）

  
当連結会計年度

（平成17年3月31日）
 

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

  

（資産の部）        

Ⅰ　流動資産        

1．現金及び預金 ※2  9,231     

2．受取手形及び売掛金   64,054     

3．たな卸資産   35,559     

4．繰延税金資産   1,533     

5．その他   12,211     

貸倒引当金   △615     

流動資産合計   121,97445.5    

Ⅱ　固定資産        

1．有形固定資産 ※1,2       

(1)建物及び構築物  30,999      

(2)機械装置及び運搬具  22,929      

(3)土地 ※6 31,924      

(4)建設仮勘定  2,919      

(5)その他  2,948      

有形固定資産合計   91,72234.2    

2．無形固定資産        

(1)連結調整勘定  458      

(2)その他  2,228      

無形固定資産合計   2,6861.0    

3．投資その他の資産        

(1)投資有価証券
※
2,3,7

43,770      

(2)出資金 ※3 819      

(3)長期貸付金  457      

(4)長期前払年金費用  717      

(5)繰延税金資産  1,141      

(6)その他  6,091      

貸倒引当金  △1,472      

投資その他の資産合計   51,52719.3    

固定資産合計   145,93654.5    

Ⅲ　繰延資産        

1．創立費   78     

2．社債発行費   7     

繰延資産合計   85 0.0    

資産合計   267,996100.0    
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当連結会計年度

（平成17年3月31日）
 

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

  

（負債の部）        

Ⅰ　流動負債        

1．支払手形及び買掛金 ※2  29,026     

2．短期借入金 ※2  49,258     

3．コマーシャルペーパー   3,097     

4．1年以内償還予定の社債   3,000     

5．未払金   16,702     

6．未払法人税等   2,842     

7．繰延税金負債   1     

8．その他   20,000     

流動負債合計   123,92946.2    

Ⅱ　固定負債        

1．社債   10,000     

2．長期借入金 ※2  35,139     

3．繰延税金負債   5,416     

4．再評価に係る繰延税金負債   6,181     

5．退職給付引当金   7,354     

6．役員退職慰労引当金   1,299     

7．その他   8,996     

固定負債合計   74,38827.8    

負債合計   198,31874.0    

（少数株主持分）        

少数株主持分   3,9691.5    

（資本の部）        

Ⅰ　資本金 ※8  15,0005.6    

Ⅱ　資本剰余金   36,84413.7    

Ⅲ　利益剰余金   △56 △0.0    

Ⅳ　土地再評価差額金 ※6  9,0803.4    

Ⅴ　その他有価証券評価差額金   8,3263.1    

Ⅵ　為替換算調整勘定   △3,413△1.3    

Ⅶ　自己株式 ※9  △73 △0.0    

資本合計   65,70824.5    

負債、少数株主持分及び資
本合計

  267,996100.0    
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（訂正後）

  
当連結会計年度

（平成17年3月31日）
 

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

  

（資産の部）        

Ⅰ　流動資産        

1．現金及び預金 ※2  9,231     

2．受取手形及び売掛金   60,902     

3．たな卸資産   35,559     

4．繰延税金資産   1,533     

5．その他   12,211     

貸倒引当金   △615     

流動資産合計   118,82244.9    

Ⅱ　固定資産        

1．有形固定資産 ※1,2       

(1)建物及び構築物  30,999      

(2)機械装置及び運搬具  22,929      

(3)土地 ※6 31,924      

(4)建設仮勘定  2,919      

(5)その他  2,948      

有形固定資産合計   91,72234.6    

2．無形固定資産        

(1)連結調整勘定  458      

(2)その他  2,228      

無形固定資産合計   2,6861.0    

3．投資その他の資産        

(1)投資有価証券
※
2,3,7

43,770      

(2)出資金 ※3 819      

(3)長期貸付金  457      

(4)長期前払年金費用  717      

(5)繰延税金資産  1,141      

(6)その他  6,091      

貸倒引当金  △1,472      

投資その他の資産合計   51,52719.5    

固定資産合計   145,93655.1    

Ⅲ　繰延資産        

1．創立費   78     

2．社債発行費   7     

繰延資産合計   85 0.0    

資産合計   264,844100.0    
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当連結会計年度

（平成17年3月31日）
 

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

  

（負債の部）        

Ⅰ　流動負債        

1．支払手形及び買掛金 ※2  28,496     

2．短期借入金 ※2  49,258     

3．コマーシャルペーパー   3,097     

4．1年以内償還予定の社債   3,000     

5．未払金   16,702     

6．未払法人税等   2,842     

7．繰延税金負債   1     

8．その他   20,000     

流動負債合計   123,39946.6    

Ⅱ　固定負債        

1．社債   10,000     

2．長期借入金 ※2  35,139     

3．繰延税金負債   5,416     

4．再評価に係る繰延税金負債   6,181     

5．退職給付引当金   7,354     

6．役員退職慰労引当金   1,299     

7．その他   8,996     

固定負債合計   74,38828.1    

負債合計   197,78874.7    

（少数株主持分）        

少数株主持分   3,9691.5    

（資本の部）        

Ⅰ　資本金 ※8  15,0005.7    

Ⅱ　資本剰余金   36,84413.9    

Ⅲ　利益剰余金   △2,678△1.0    

Ⅳ　土地再評価差額金 ※6  9,0803.4    

Ⅴ　その他有価証券評価差額金   8,3263.1    

Ⅵ　為替換算調整勘定   △3,413△1.3    

Ⅶ　自己株式 ※9  △73 △0.0    

資本合計   63,08623.8    

負債、少数株主持分及び資
本合計

  264,844100.0    
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②【連結損益計算書】

（訂正前）

  
当連結会計年度
自　平成16年4月 1日
至　平成17年3月31日

 

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

  

Ⅰ　売上高   239,696100.0    

Ⅱ　売上原価 ※2  186,54377.8    

売上総利益   53,15222.2    

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※1,2  51,96121.7    

営業利益   1,1910.5    

Ⅳ　営業外収益        

1．受取利息  252      

2．受取配当金  451      

3．持分法による投資利益  665      

4．その他  1,347 2,7181.1    

Ⅴ　営業外費用        

1．支払利息  2,215      

2．為替差損  343      

3．その他  1,323 3,8821.6    

経常利益   26 0.0    

Ⅵ　特別利益        

1．固定資産売却益 ※3 1,417      

2．投資有価証券売却益  583      

3．その他  199 2,2000.9    

Ⅶ　特別損失        

1．固定資産除却損 ※4 2,607      

2．固定資産売却損 ※5 69      

3．投資有価証券売却損  296      

4．投資有価証券評価損  64      

5．関係会社特別退職金  772      

6．事業再編費用  2,973      

7．その他  911 7,6943.2    

税金等調整前当期純損失   5,4672.3    

法人税、住民税及び事業税  3,214      

法人税等調整額  5,861 9,0753.7    

少数株主利益   189 0.1    

当期純損失   14,7326.1    
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（訂正後）

  
当連結会計年度
自　平成16年4月 1日
至　平成17年3月31日

 

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

  

Ⅰ　売上高   234,293100.0    

Ⅱ　売上原価 ※2  181,45577.4    

売上総利益   52,83822.6    

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※1,2  51,96122.2    

営業利益   876 0.4    

Ⅳ　営業外収益        

1．受取利息  252      

2．受取配当金  451      

3．持分法による投資利益  665      

4．その他  1,347 2,7181.2    

Ⅴ　営業外費用        

1．支払利息  2,215      

2．為替差損  343      

3．その他  1,323 3,8821.7    

経常損失   287 0.1    

Ⅵ　特別利益        

1．固定資産売却益 ※3 1,417      

2．投資有価証券売却益  583      

3．その他  199 2,2000.9    

Ⅶ　特別損失        

1．固定資産除却損 ※4 2,607      

2．固定資産売却損 ※5 69      

3．投資有価証券売却損  296      

4．投資有価証券評価損  64      

5．関係会社特別退職金  772      

6．事業再編費用  2,973      

7．循環取引損失  2,307      

8．その他  911 10,0024.3    

税金等調整前当期純損失   8,0893.5    

法人税、住民税及び事業税  3,214      

法人税等調整額  5,861 9,0753.8    

少数株主利益   189 0.1    

当期純損失   17,3547.4    

EDINET提出書類

株式会社　ジーエス・ユアサ　コーポレーション(E02089)

訂正有価証券報告書

18/31



③【連結剰余金計算書】

（訂正前）

  
当連結会計年度
自　平成16年4月 1日
至　平成17年3月31日

 

区分
注記
番号

金額（百万円）  

（資本剰余金の部）      

Ⅰ　資本剰余金期首残高   36,844   

Ⅱ　資本剰余金期末残高   36,844   

（利益剰余金の部）      

Ⅰ　利益剰余金期首残高   16,001   

Ⅱ　利益剰余金増加高      

1．非連結子会社からの会社分
割による増加高

※ 56 56   

Ⅲ　利益剰余金減少高      

1．配当金  1,238    

2．役員賞与  28    

3．自己株式処分差損  115    

4．当期純損失  14,732 16,114   

Ⅳ　利益剰余金期末残高   △56   
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（訂正後）

  
当連結会計年度
自　平成16年4月 1日
至　平成17年3月31日

 

区分
注記
番号

金額（百万円）  

（資本剰余金の部）      

Ⅰ　資本剰余金期首残高   36,844   

Ⅱ　資本剰余金期末残高   36,844   

（利益剰余金の部）      

Ⅰ　利益剰余金期首残高   16,001   

Ⅱ　利益剰余金増加高      

1．非連結子会社からの会社分
割による増加高

※ 56 56   

Ⅲ　利益剰余金減少高      

1．配当金  1,238    

2．役員賞与  28    

3．自己株式処分差損  115    

4．当期純損失  17,354 18,736   

Ⅳ　利益剰余金期末残高   △2,678   
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）

  
当連結会計年度
自　平成16年4月 1日
至　平成17年3月31日

 

区分
注記
番号

金額（百万円）  

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純損失  △5,467  

減価償却費  7,969  

連結調整勘定償却額  137  

投資有価証券評価損  64  

投資有価証券売却損益  △287  

貸倒引当金の増減額  539  

退職給付引当金の増減額  853  

役員退職慰労引当金の増減額  △4  

受取利息及び受取配当金  △704  

支払利息  2,215  

為替差損  6  

有形固定資産売却損益  △1,347  

有形固定資産除却損  2,607  

持分法による投資利益  △665  

売上債権の増減額  3,964  

たな卸資産の増減額  162  

仕入債務の増減額  △1,440  

その他  2,978  

小計  11,580  

利息及び配当金の受取額  1,069  

利息の支払額  △2,115  

法人税等の支払額  △1,679  

営業活動によるキャッシュ・フロー  8,854  
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当連結会計年度
自　平成16年4月 1日
至　平成17年3月31日

 

区分
注記
番号

金額（百万円）  

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出  △9,688  

有形固定資産の売却による収入  2,499  

投資有価証券の取得による支出  △39  

投資有価証券の売却による収入  1,769  

連結子会社株式の追加取得による支出  △274  

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の
取得による純増加額

※2 132  

貸付けによる支出  △1,517  

貸付金の回収による収入  954  

その他  △1,454  

投資活動によるキャッシュ・フロー  △7,616  

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金及びコマーシャルペーパー
の純増減額

 △15,748  

長期借入れによる収入  16,371  

長期借入金の返済による支出  △9,205  

社債の発行による収入  5,000  

社債の償還による支出  △5,000  

自己株式の売却による収入  352  

自己株式の取得による支出  △32  

配当金の支払額  △1,237  

少数株主への配当金の支払額  △25  

預り金の増加額  6,568  

財務活動によるキャッシュ・フロー  △2,956  

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額  △26  

Ⅴ　会社分割による現金及び現金同等物の
増加額

 8  

Ⅵ　現金及び現金同等物の増減額  △1,738  

Ⅶ　現金及び現金同等物の期首残高  10,594  

Ⅷ　現金及び現金同等物の期末残高 ※1 8,855  

 

EDINET提出書類

株式会社　ジーエス・ユアサ　コーポレーション(E02089)

訂正有価証券報告書

22/31



（訂正後）

  
当連結会計年度
自　平成16年4月 1日
至　平成17年3月31日

 

区分
注記
番号

金額（百万円）  

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純損失  △8,089  

減価償却費  7,969  

連結調整勘定償却額  137  

投資有価証券評価損  64  

投資有価証券売却損益  △287  

貸倒引当金の増減額  539  

退職給付引当金の増減額  853  

役員退職慰労引当金の増減額  △4  

受取利息及び受取配当金  △704  

支払利息  2,215  

為替差損  6  

有形固定資産売却損益  △1,347  

有形固定資産除却損  2,607  

持分法による投資利益  △665  

売上債権の増減額  7,116  

たな卸資産の増減額  162  

仕入債務の増減額  △1,970  

その他  2,978  

小計  11,580  

利息及び配当金の受取額  1,069  

利息の支払額  △2,115  

法人税等の支払額  △1,679  

営業活動によるキャッシュ・フロー  8,854  
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当連結会計年度
自　平成16年4月 1日
至　平成17年3月31日

 

区分
注記
番号

金額（百万円）  

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出  △9,688  

有形固定資産の売却による収入  2,499  

投資有価証券の取得による支出  △39  

投資有価証券の売却による収入  1,769  

連結子会社株式の追加取得による支出  △274  

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の
取得による純増加額

※2 132  

貸付けによる支出  △1,517  

貸付金の回収による収入  954  

その他  △1,454  

投資活動によるキャッシュ・フロー  △7,616  

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金及びコマーシャルペーパー
の純増減額

 △15,748  

長期借入れによる収入  16,371  

長期借入金の返済による支出  △9,205  

社債の発行による収入  5,000  

社債の償還による支出  △5,000  

自己株式の売却による収入  352  

自己株式の取得による支出  △32  

配当金の支払額  △1,237  

少数株主への配当金の支払額  △25  

預り金の増加額  6,568  

財務活動によるキャッシュ・フロー  △2,956  

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額  △26  

Ⅴ　会社分割による現金及び現金同等物の
増加額

 8  

Ⅵ　現金及び現金同等物の増減額  △1,738  

Ⅶ　現金及び現金同等物の期首残高  10,594  

Ⅷ　現金及び現金同等物の期末残高 ※1 8,855  
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注記事項

（税効果会計関係）

（訂正前）

2．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率の差異の原因となった主要な項目別の内訳

 

 
当連結会計年度

平成17年3月31日現在
  

法定実効税率  40.5％     

（調整）        

交際費等永久に損金に算入されない項目  △8.3〃     

受取配当金等永久に益金に算入されない項目  3.7〃     

住民税均等割  △1.9〃     

評価性引当額の増減  △157.9〃     

税効果会計非適用の海外連結子会社に係る差異  △29.5〃     

海外との法定実効税率差  4.1〃     

在外子会社の留保利益に係る税効果  △16.3〃     

連結調整勘定償却額  △1.0〃     

持分法による投資損益  5.0〃     

未実現利益に対する税効果未認識額  △3.2〃     

その他  △1.2〃     

税効果会計適用後の法人税等の負担率  △166.0〃     

　

 

（訂正後）

2．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率の差異の原因となった主要な項目別の内訳

 

 
当連結会計年度

平成17年3月31日現在
  

法定実効税率  40.5％     

（調整）        

交際費等永久に損金に算入されない項目  △5.6〃     

受取配当金等永久に益金に算入されない項目  2.5〃     

住民税均等割  △1.3〃     

評価性引当額の増減  △106.7〃     

税効果会計非適用の海外連結子会社に係る差異  △19.9〃     

海外との法定実効税率差  2.8〃     

在外子会社の留保利益に係る税効果  △11.0〃     

連結調整勘定償却額  △0.7〃     

持分法による投資損益  3.3〃     

未実現利益に対する税効果未認識額  △2.1〃     

循環取引損失等  △13.1〃     

その他  △0.9〃     

税効果会計適用後の法人税等の負担率  △112.2〃     
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

（訂正前）

当連結会計年度（自　平成16年4月1日　至　平成17年3月31日）

 
電池及び電源
（百万円）

照明及び特機
（百万円）

その他
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

Ⅰ．売上高及び営業損益       

売上高       

(1)外部顧客に対する売上高 176,055 21,973 41,667 239,696 － 239,696

(2)セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － (－) －

計 176,055 21,973 41,667 239,696 (－) 239,696

営業費用 174,094 19,830 39,268 233,192 5,312 238,505

営業利益 1,961 2,143 2,399 6,503 (5,312)1,191

Ⅱ．資産、減価償却費及び資本的支出       

資産 212,344 13,720 25,131 251,197 16,798267,996

減価償却費 7,205 295 466 7,967 2 7,969

資本的支出 9,622 440 251 10,313 － 10,313

　（注）1．事業区分は、売上集計区分によっています。

2．各事業の主な製品

(1)電池及び電源　----------------　鉛蓄電池、その他電池及び電源装置等

(2)照明及び特機　----------------　施設照明、紫外線照射装置及び「電池及び電源」を除く電気機器

(3)その他　　　　----------------　自動車関連機器、環境関連機器、電池製造設備等

3．「消去又は全社」に含めた配賦不能の金額及びその主な内容

  
当連結会計年度
（百万円）

主な内容

 
消去又は全社に含めた配賦不能
営業費用の金額

5,312
親会社及び一部連結子会社の人事総
務部門等管理部門に係る費用

 
消去又は全社の項目に含めた全
社資産の金額

16,798
親会社及び一部連結子会社の長期投
資資金（投資有価証券）及び管理部
門に係る資産
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（訂正後）

当連結会計年度（自　平成16年4月1日　至　平成17年3月31日）

 
電池及び電源
（百万円）

照明及び特機
（百万円）

その他
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

Ⅰ．売上高及び営業損益       

売上高       

(1)外部顧客に対する売上高 176,055 16,570 41,667 234,293 － 234,293

(2)セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － (－) －

計 176,055 16,570 41,667 234,293 (－) 234,293

営業費用 174,094 14,741 39,268 228,104 5,312 233,416

営業利益 1,961 1,828 2,399 6,189 (5,312) 876

Ⅱ．資産、減価償却費及び資本的支出       

資産 212,344 10,568 25,131 248,045 16,798264,844

減価償却費 7,205 295 466 7,967 2 7,969

資本的支出 9,622 440 251 10,313 － 10,313

　（注）1．事業区分は、売上集計区分によっています。

2．各事業の主な製品

(1)電池及び電源　----------------　鉛蓄電池、その他電池及び電源装置等

(2)照明及び特機　----------------　施設照明、紫外線照射装置及び「電池及び電源」を除く電気機器

(3)その他　　　　----------------　自動車関連機器、環境関連機器、電池製造設備等

3.「消去又は全社」に含めた配賦不能の金額及びその主な内容

  
当連結会計年度
（百万円）

主な内容

 
消去又は全社に含めた配賦不能
営業費用の金額

5,312
親会社及び一部連結子会社の人事総
務部門等管理部門に係る費用

 
消去又は全社の項目に含めた全
社資産の金額

16,798
親会社及び一部連結子会社の長期投
資資金（投資有価証券）及び管理部
門に係る資産
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【所在地別セグメント情報】

（訂正前）

当連結会計年度（自　平成16年4月1日　至　平成17年3月31日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

欧米
（百万円）

その他の地域
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

Ⅰ．売上高及び営業損益        

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 174,29823,919 30,238 11,239 239,696 － 239,696

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

8,861 9,853 109 36 18,860 (18,860) －

計 183,15933,773 30,348 11,276 258,557(18,860)239,696

営業費用 176,52433,496 31,552 10,579 252,153(13,648)238,505

営業利益又は損失（△） 6,634 276 △1,203 696 6,403 (5,212)1,191

Ⅱ．資産 196,47333,254 22,317 7,841 259,886 8,109 267,996

　（注）1．国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

2．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1)アジア　　　　---------------　中国、台湾、インドネシア、ベトナム　他

(2)欧米　　　　　---------------　米国、イギリス、ドイツ　他

(3)その他の地域　---------------　オーストラリア、ニュージーランド

3．「消去又は全社」に含めた配賦不能の金額及びその主な内容は、「事業の種類別セグメント情報」の「（注）3」と

同一です。

 

（訂正後）

当連結会計年度（自　平成16年4月1日　至　平成17年3月31日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

欧米
（百万円）

その他の地域
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

Ⅰ．売上高及び営業損益        

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 168,89523,919 30,238 11,239 234,293 － 234,293

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

8,861 9,853 109 36 18,860 (18,860) －

計 177,75633,773 30,348 11,276 253,154(18,860)234,293

営業費用 171,43633,496 31,552 10,579 247,065(13,648)233,416

営業利益又は損失（△） 6,320 276 △1,203 696 6,089 (5,212) 876

Ⅱ．資産 193,32233,254 22,317 7,841 256,734 8,109 264,844

　（注）1．国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

2．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1)アジア　　　　---------------　中国、台湾、インドネシア、ベトナム　他

(2)欧米　　　　　---------------　米国、イギリス、ドイツ　他

(3)その他の地域　---------------　オーストラリア、ニュージーランド

3．「消去又は全社」に含めた配賦不能の金額及びその主な内容は、「事業の種類別セグメント情報」の「（注）3」と

同一です。
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【海外売上高】

（訂正前）

当連結会計年度（自　平成16年4月1日　至　平成17年3月31日）

 アジア 欧米 その他の地域 計

海外売上高（百万円） 27,821 37,037 13,210 78,068

連結売上高（百万円）    239,696

連結売上高に占める海外売
上高の割合（％）

11.6 15.5 5.5 32.6

　（注）1．国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

2．各区分に属する主な国又は地域

(1)アジア　　　　----------------　中国、台湾、インドネシア、ベトナム　他

(2)欧米　　　　　----------------　米国、イギリス、ドイツ　他

(3)その他の地域　----------------　オーストラリア、ニュージーランド　他

3．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高です。

 

（訂正後）

当連結会計年度（自　平成16年4月1日　至　平成17年3月31日）

 アジア 欧米 その他の地域 計

海外売上高（百万円） 27,821 37,037 13,210 78,068

連結売上高（百万円）    234,293

連結売上高に占める海外売
上高の割合（％）

11.9 15.8 5.6 33.3

　（注）1．国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

2．各区分に属する主な国又は地域

(1)アジア　　　　----------------　中国、台湾、インドネシア、ベトナム　他

(2)欧米　　　　　----------------　米国、イギリス、ドイツ　他

(3)その他の地域　----------------　オーストラリア、ニュージーランド　他

3．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高です。
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（1株当たり情報）

（訂正前）

当連結会計年度
自　平成16年4月 1日
至　平成17年3月31日

 

 

1株当たり純資産 184円95銭

1株当たり当期純損失 41円62銭

　

 

  

  

　

　なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、

1株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載していません。

 

　（注）　1株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
当連結会計年度
自　平成16年4月 1日
至　平成17年3月31日

 

当期純損失（百万円） 14,732  

普通株主に帰属しない金額（百万円） ―  

普通株式に係る当期純損失（百万円） 14,732  

期中平均株式数（千株） 353,988  

 

（訂正後）

当連結会計年度
自　平成16年4月 1日
至　平成17年3月31日

 

 

1株当たり純資産 177円57銭

1株当たり当期純損失 49円02銭

　

 

  

  

　

　なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、

1株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載していません。

 

　（注）　1株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
当連結会計年度
自　平成16年4月 1日
至　平成17年3月31日

 

当期純損失（百万円） 17,354  

普通株主に帰属しない金額（百万円） ―  

普通株式に係る当期純損失（百万円） 17,354  

期中平均株式数（千株） 353,988  
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 独立監査人の監査報告書 
   

 

 

 平成20年11月5日

株式会社 ジーエス・ユアサ コーポレーション  

 取締役会　御中  

 

 監査法人トーマツ 

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 大西　寛文　印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 岸　秀隆　　印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 辻内　章　　印

 

 

　当監査法人は、旧証券取引法第193条の2の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式

会社 ジーエス・ユアサ コーポレーションの平成16年4月1日から平成17年3月31日までの連結会計年度の連結財務諸

表、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結剰余金計算書、連結キャッシュ・フロー計算書及び連結附属明細

表について監査を行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結財務

諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監

査法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基

礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全

体としての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理

的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式

会社 ジーエス・ユアサ コーポレーション及び連結子会社の平成17年3月31日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する連結会計年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているもの

と認める。

 

追記情報

　「第5　経理の状況　2　監査証明について」に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の2第1項の規定に

基づき連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の連結財務諸表について監査を行った。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が別途保

管している。
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